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『ふしぎ大陸 南極展』余話
小 野 延 雄
国立科学博物館で11月16日まで開催中の 「ふ しぎ大陸
南極展』は、今年が昭和32(1957)年1月29日の昭和基
地開設から40年目にあたるので 「日本南極観測40周年記
念」の副題が付け られている.国 立科学博物館か ら特別
展として南極観測を取 り上げたいとの意向が伝えられ,協
力の正式要請があったのは,昨 年,5月 に入ってからで
あった.国 立科学博物館 ・国立極地研究所 ・朝 日新聞社
の3者 が主催となることなどが決まって,委 員会やワー
キ ンググループの組織づ くりが動 きだしたのが7月 であ
ったから,1年 たらずの準備期間しかなく,秋 に出発す
る第38次隊や観測船 しらせに依頼する事項を最優先で決
めてい くとい う姿で始められた.私 は今年3月 末に定年
を迎えたが,半 年ほど 「南極展」のお手伝いを続けるこ
とになった.今 回の執筆依頼は,退 官の辞としては時期
を失 しているから 「南極展」関連で何かとの話であった
ので,南 極展図録の余白埋めにと調べ始め,結 局使わな
かったIGYの頃の話題のい くつかを紹介しようとお引き
受けすることに した.
国際地球観測年(IGY)は,太陽活動極大期に合せて
企画された.ソ ーラーサイクル19と呼ばれるその極大期
は,過 去最大の太陽黒点数を記録し,い まだにその記録
はやぶ られていない,当 時,南 極と日本とを結ぶ唯一の
情報伝達手段であった無線通信は,磁 気アラシで交信不
能 となることが多かったようである.
基地開設の発表をひかえた1月20日,宗谷で第1次隊
の総員集合があり,越冬隊員11名の氏名発表があった.
朝比奈菊雄編 「南極新聞」(全3巻,1982,旺文社文庫)
によれば,翌21日か ら磁気アラシが始まり,25日位まで
続いたことが記 されている.日本時間22日午後,本 部発
隊長宛の公電には 「21日午後10時10分受信の貴電のあ
と,観測隊からの入電な し,事故ありや否や再度事情を
伺 う,返電乞 う」 とある.前 日の21日に 「宗谷苦闘の状
況は朝夕の新聞に大きくのせられ各方面から激励と期待
がよせ られています.新 聞によれば米国のワイアット,ス
テーテンアイランド両船は損害(プ ロペラ1枚 を失った)
を受け,当初の計画を放棄 したと伝えられておりますが,
貴隊のご苦労も想像以上であろうとお察 しいた します,」
と外国の情報を伝えた直後であるか ら,本部も交信不能
に心配し続けた様子がわかる.24日に 「貴電に対する返
事,事 故な し,安心乞 う.21日より磁気アラシにて無線
通信不能であった,23日は本格的吹雪で風速約20メー ト
ル,し かも宗谷は少しずつ目的地に向かって前進 しつつ
あり」 と返電 している,そ の直後の交信によって,昭 和
基地の命名が決定する,「第1次越冬記者の回想」 という
副題が付けられた藤井恒男著 「実録南極物語」(1983,朝
日ブックレット10)によれば,昭 和基地の命名は始めか
ら決 まっていたわけではなく,日本を出たときには 『明
仁親王基地」が候補になっていたという.磁気アラシの
中でのやりとりを経て,1月29日の 「昭和基地」宣言に
いたったようである.
第1次 隊は建物を含む約150トンの物資を昭和基地に
運んで11人の越冬隊を成立 させ,第3次 隊はヘ リコプタ
ーで約52トンを空輸して14人の越冬隊を成立さた.宗谷
の限られた輸送能力は,持 参する物資にいろいろの工夫
を要請 した.今 回の南極展のために第38次隊で持ち帰り,
国立科学博物館の前に復元 した初期のプレハブ建築がそ
の典型的な例である.重量 と容積の節約を図って,現 地
で薄めて飲むようにとの濃縮ウイスキーや濃縮 日本酒が
作られた,調 査旅行にはアルファ米が活用され,冷 凍食
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品や インスタ ン ト食品の開発 商品が南極で試 され た.
南極観 測隊が南 極向け に開発 を依頼 し,そ れが 国内の
商 品化 に貢 献 した と位置づ け られ る もの も少 な くな い,
『ロ ッテのあゆみ』(1965,只野研究所社史編纂室)に は,
昭和31年6月 に西堀副隊長 の訪社 によ り南極 観測用チ ウ
インガムの開発 に着手 した ことが書か れてい る,ビ タ ミ
ン類や ミネラルを添 加 した こと,赤 道通過や零下50度 の
極寒 にも変質 しないなどの注意 をはらったこ と,黒,緑,
赤,黄 な どの鮮 やか な原色 に着 色 して噛みかすが遭 難時
の捜索 に役 立つ ように工 夫 した こと,ガ ムの贈呈式 は10
月に上野 の学士 院会館で盛大 に行 われた ことな ど,興 味
深 いこ とが記録 されてい る.隊 員 たちには甘 いガムはあ
ま り好 まれなかった との報告 もあ り,昭 和35年 発売の ク
ール ミン トガム.「月のマー クにペ ンギ ンのいる南極の涼
味の ガム」 の誕 生につなが った と見 られてい る,
昭和30年 代初期 は,2,3の メーカーが即 席麺の商品
化 に しの ぎを削 ってい た ころで もあ り,南 極観測用 に開
発 して もらった即 席 ラー メンを観測 隊が持参 した.昭 和
33(1958)年夏,サ ンシー殖 産が チキ ンラー メ ンを発売
す る,そ の年 の暮 に この会社 は 日清食 品 と名前 を変 えた.
文部省発行 『南極六 年史』(1963)には 「南極地域観測後
援事業に協力 された主な会社 団体名(454)」があるが,サ
ンシー殖産 も日清食品 も載 って いない.そ こには東明商
行 の名があ るので,南 極 用の味付 け油揚 げ麺 を開発 して
もらったの は東 明商行で あろ うと調べ る うちに,南 極越
冬 隊御採 用 を記 載 した東 明商行 『長寿 麺』の広告 が アサ
ヒグラフ1959年11月増刊号 に掲載 されているのを見つ け
た,日 清 食品社 史編 纂室 編 「食足世平』(1992)には年表
が付 いてい て,イ ンス タン トラーメ ン開発史 の初期 の様
子を知る ことが 出来 る.昭 和33年11月 か ら翌34年1月
にかけて,『鶏糸麺』の大和通商,「長寿麺』 の東 明商行,
『チ キンラー メン』の 日清食品が相次いで即席 ラー メンの
製法 の特 許 を申請 した.各 社の特許は,昭 和35年 秋 に公
告 とな り,東 明商行 と日清食 品の公告 は同 じ日であった.
東 明商行 の特 許は,翌36年 夏,日 清食品 に譲渡 された と
記 されている,
当事者の記録 を一次資料 として信 じて調べてい くと,思
わぬ食い違いに ビックリするこ とがある,藤 井 さんの 『実
録南極物語』 には,第1次 越冬 隊の2羽 の カナ リアのこと
が書 かれている,要 約す ると 「カナ リアは,(プ レハ ブ建
築の)一 酸 化炭素の検知 に一役買って参加 した.し か し,
カナ リアのお世話 になる ような状態 は起 きなかった.西
堀 さんが飼 育係 を受け持 たれ,か わいがってお られたが,
やは り,極 寒の越冬 に耐 えきれず昇 天 した.」となる.と
ころが,北 村 泰 一著 『南極 第1次 越冬 隊 とカ ラフ ト犬 』
(1982,教育社)に は,「1958年2月11日.気温 は,マ イ
ナス11度 まで下がって12月以 降の最低気温を記録,肌 寒
くて,い よい よ秋の深 ま りを感 じさせた,そ して この 日,
突然激 しい磁気嵐が始 まった.宗 谷 との連絡が途絶え,全
世界の通信 も沈黙 した.… 第1便 に北村 と子 犬1頭 とカ
ナ リア2羽 が乗 った.」とあ り,カ ナ リアは2次 隊の宗谷
に無事 もどった とい うのが真相であ ろう,
第2次 隊が,カ ラフ ト犬15頭 を昭和基地 に残 して帰っ
た ことは,日 本 国内 にい ろいろな波紋 を生 んだ,藤 井 さ
んの 『実録南極物 語』 には,次 の ようなエ ピソー ドが紹
介 されて いる,堺 市 に住 むある彫 刻家 が,南 極 に残 され
た犬た ちの姿 を思 い浮かべ,一 頭 ずつ その像 を刻み は じ
めた.6月 に15頭の群像が完成 して,堺 市 の水族館 前の
公 園に建立 されるこ とになった.7月 に除幕式が行 われ,
第1次 隊の西堀越冬 隊長,藤 井,菊 池隊員 の3人 が列席
した.犬 係で あった菊池隊員 が代 表 して弔 辞 を述べ るこ
とにな り,1頭1頭 に会釈 して 「リキ,ゴ ロー,デ リー,
ア ンコ…」 と呼 びか けて いったが,13頭 呼 んだ ところで
弔辞に入 り,「お前たち,安 らかに眠れ よ」 と結 んだ.思
い出せ なか った2頭 が タロとジロであ るこ とはその あと
す ぐ気 づいた という.藤 井 さんは,「菊池君は,結 局 タロ
とジロには 「安 らかに眠れ よ」 といわなかったわけだ.し
か も,そ の2頭 だけが生 きて いた.北 村君 の夢,菊 池君
の弔辞,偶 然 とはいえ,こ の2人 の犬係が いか に深 い愛
情 をそそいで いたかの証 左 とはいえないか」 と結 んでい
る.北 村君の夢 とい うの は,第3次 隊 に連続越冬 で参加
する北村 さんの 歓送 会で,北 村 さんが最近昭和 基地 に2
頭 生 きている夢 を見 たと披露 した とい う話である,
私は このエ ピ ソー ドを もつ堺市 の カラフ ト犬 群像 を機
会があれ ば一度訪 れて見たい と思 っていた.現 在 は堺市
に水族館 はないので,こ の群像が どうなったか と気 にな
っていた.今 回の南極展で,大 阪の毎 日放送 ラジオの方々
が取材 に見 えた.タ ロ,ジ ロの話題 に なった ときに,堺
の カラフ ト犬群像 について尋ね てみた.ス タッフの皆 さ
んは ご存 じなか ったが,放 送の 中で呼びか けてみ ましょ
うといわれ た.1週 間ほ どして反響 があ った との手紙が
届 いた,多 くの方 か ら情 報があ り,今 も堺の大浜公 園に
ある とい う.制 作者 は獣 医で堺美術協 会の元会長 を され
ていた岩田千虎氏 であ り,す で に亡 くなってお られ るこ
と,そ の ご子息 から もご連絡 を頂 いた ことなどが記 され
ていた.最 初 は白いセメ ン トで製作 していたのが,今 は
ブ ロンズ に作 り変 えてある との こ とで,写 真 も添 えて送
っていただいたのには感激 した,
科学論文の引用文献 を辿るの とは勝 手が違 う戸惑 い と
感動 をおぼえなが ら,40年の時間の長 さと記録 の難 しさ
を感 じる資料集めであ った.
(筆者:国 立極地研究所名誉教授)
第22回南極陽石シンポジウム
第22回南極限石シンポジウムは平成9年6月10日(火)
か ら12日(木)の3日 間にわたって,国 立極地研究所6
階講堂で開催 された.
海外 か らの14名(ア メリカ8,ハ ンガリー5,ド イツ
ユ)を 含め,毎 日90名強 の参加者 で,期 間中の参加者は
計119名であった,3日 間で,口 頭発表63件 お よびポス
ター発表1件 が行 われた,テ ーマ別 に見た内訳 は,未 分
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化限石(コ ン ドライ ト明石)21件,分 化積石(エ コン ド
ラ イ ト領有,石 鉄 明石,阻 鉄)27件,理 論 ・実験8件,
宇宙塵4件,そ の他(分 化「境石 と未分 化陽石両方 を扱 っ
た講演3件,除 石 デー タベ ースの講演 ユ件)4件 であ っ
た.分 化陽 石の頻度が やや高 いのは以下 に述べ る火星隅
石の特 別セ ッシ ョンが行 われたこ とに よる.ま た,ア ブ
ス トラク トのみ は11件あ った,
昨年 夏には,ア メリカ航 空宇 宙局(NASA)の 火星陽
石 のALH84001から生物化石様 の炭酸塩 鉱物 を主要構成
鉱物 と した組織が発 見 され,火 星 に生命体が 存在 した可
能性 の高い こ とが 発表 された.こ の ことは世 界中で大 き
な話題 となった.真 偽 については もちろん未解決だが,慣
石研究 に夢 を与 え て くれた,極 地研 には2個 の火星鳴石
(ALH-77005とY-793605)があ る.Y-793605は昨 年火星
限石 と同定 された ばか りで,ま だ本格 的な分析が行 われ
ていない こ とか ら,昨 年末 コンソーテ ィアム研究が 開始
された.そ の研 究成果 が今回の シンポジ ウムの初 日の午
後のセ ッシ ョンで10件発表 された,こ こでは.Y-793605
の全署 的な主要お よび微 量元素の化学 的特 徴,岩 石鉱物
学的特徴,お よび形成年代 ・変成年代 ・宇宙線照射年代 ・
落下年代 な どの年代 学的特徴 な ど基礎 デー タを中心 とし
た発表が行われた.こ の コンソーテ ィアム研究 により,Y-
793605が超塩 基性 岩の レー ルゾライ トとい うかん らん石
を 主とす る岩 石に分類 され,主 要 ・微 量成分化学 組成 お
よび年代学的特徴 ともにALH-77005とよ く似てい るとい
うことがわか った.一 ・方,話 題 となったALH84001は,
同 じ超 塩基性 岩であ るが,輝 石 を主 とす るオルソパ イロ
クシナ イ トとい う異 なる岩石 であ り,炭 酸塩鉱物 を多 く
含む.こ う したY-793605とALH84001とには岩石学的 に
大 きな違いが見 られる.こ う したことは,Y-793605には
生命の痕跡 と関連す る とような組織は見 られない岩石で
あ ることと関連 してい るのか も しれない.
海外 か らの招待者 は,ド イツのマ ックスプ ランク研 究
所 のA.　El　Goreey教授,ア メ リカのカ リフォルニア大学
ロサ ンゼルス校のP.H.Warren博士,ア メリカのス ミソニ
ア ン研 究所 のT.　McCoy博士 の3名 で,　McCoy博士 は先
日,国 際噴石学会か ら若手の限石研 究者 に贈 られ るNier
賞 を受賞 されている.一 般講演終了後 に,毎 日1名 ずつ,
3名の招待者の特別講演が行 われた.
初 日の特別講演で は,　Warren博士が,現 在世界に計6
個あ る南極産 火星「環石 の全岩化学組 成の特徴 と成因 につ
いて講演 された,ALH-77005,LEW-88516,Y-793605の
3つの南極産火星 限石 は互 いに岩石学的 にも,宇 宙線照射
年代 において もよ く類似 してい ること,ま た,EET79001
と成因的に関連 してい ることが議論 された.2日 目の特 別
講演では,　McCoy博士が,オ ーブ ライ ト限石の起源 に関
して講演 された,オ ーブ ライ トは,還 元的環境 で生成 し
た未分化 のエ ンスタ タイ トコ ン ドライ トと関連 している
と考 え られてお り,溶 融 した岩石 か らなる分 化 した陽石
であ る,　McCoy博士 は,エ ンス タタイ トコン ドライ トの
部分溶融 でオ ーブラ イ トが 形成 され るこ とをオルダマ イ
トとい う強度の還元 環境で安定 な鉱物!y)微量元素 の分
配実験か ら示 された,3日 目の特別講演 は,　El　Gorecy博
士が,衝 撃誘起相転 移 をお こ した限石 中の鉱 物組織 につ
いて講演 され た.コ ン ドライ ト限石お よび火星1員石 中の
マスケ リナ イ トとこれ まで呼 ばれてい た斜長 石 が高 圧誘
起 に よりアモ ルフ ァス化 した物 質は,固 相 間転移 であ る
と言われてい たが,い ったん斜 長石が部分 溶融 を受 けて
お り,こ の溶融 した ものが 高圧 下で急冷 ガラス化 した も
のであることが化学組成お よび組織観察か らわかった,溶
融を受 けた こ とは年代 が リセ ッ トされ る ことにつなが る
ので,「損石 の年代 学的解釈 との関連 も示唆 された.
今年の陽石 シンポ ジウムは大学院学生 など学 生の参加
者が例 年 よ り少 し多 く見受 け られ た.ま た,今 回は全発
表が英語 に よって行われた.
第21回極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム
平成9年7月24・25日 に標記シ ンポジウムが極地研講
堂 において開催 された,例 年 は11月 に行 ってい たが,南
極 オペ レー ションの準備 と重 なるな どの理 由か ら本年 は
開催時期 の変更 を試み た.参 加呼 びかけ に も力 を入れ た
結果,発 表件 数は昨年 の4割 増の66件(外国人1人)と な
り大変盛況であった.外 部か らの聴講 も例年 よ り多 く,特
に夏休 み期 間で授業 のない学生 の参加 が 多かったの は喜
ば しい.来 年度以降 も同時期 に開催 したい と考 えてい る,
発表 は以 下の7つ のセ ッシ ョン,中 間圏 ・熱 圏(9件),
HF　/　VHFレ ー ダー(14件),　EISCATレー ダー(5件),
極域現 象共役性(6件),オ ー ロラ(5件),脈 動 ・波 動(11
件),太 陽風 ・磁気 圏(16件)に分 けて行 われた.
この うち超高層 グルー プが比較 的最近 にな って取 り組
み始めた新 しい研究領域であ る中間圏 ・熱 圏,　HFレ ー ダ
ー,　EISCATレー ダーの セ ッシ ョンにお ける発表件 数が
全体 の半数近 くを占め,人 的 にも質 的に も研 究領域 が ま
す ます広が りを見せ ているのが うかがえ る.
発 表内容 は地球 大気か ら惑 星間空 間 までの幅広 い空間
にお よび,ア プローチの方法 も種 々の技 術 を用 いた りモ
ー トセ ンシング,　in-situ観測,計 算機 シ ミュ レーシ ョン,
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理論計 算 など多様 であ り,大 変楽 しい.一 方,全 体 を把
握す る ことが やや もす る と難 しくなって きたように思 わ
れる.各 研 究領域 間の物理 的 な係 わ り合い,人 的な交流
を さらに盛 んにす る為 に,レ ビューセ ッシ ョンな ど現象
全体 の大枠 を とらえ るための工夫 が今 後必要 になる よう
に思 う.　DrM.Condeの行 った熱圏 中性風 とオーロラ,地
磁気 活動の 間の関係 を調べ た研 究発表 は,こ れ までは比
較 的交流の少 なかった研究領域 間をつな ぐもの と して面
白い ものであった.
最 後 になったが,今 回の シンポジウム開催 にあ たって
極地研 内外 の多 くの方 々に御協 力頂 いた.こ こに感謝 致
します.
第39次南極地域観測隊員決まる
今秋11月14日に出発する第39次南極地域観測隊員58
名(越 冬隊40名,夏隊18名)のうち,すでに決定 してい
る隊長,副 隊長を除 く隊員47名(うち女性越冬隊員2名,
女性夏隊員1名 〉が,6月18日に開催 された南極地域観
測統合推進本部総会で決定 され,同 日発表された.残 る
9名及び外国基地派遣者3名 については,現 在選考中で
ある.
第39次隊は,定常観測を継続 して行 うほか,昭和基地
及び ドームふ じ観測拠点において,宙空,気 水圏,地 学,
生物 ・医学系のプロジェクト及びモニタリングの研究観
測を行 う.
また,地 学系の東南極 リソスフェアの構造と進化の研
究 として,ア ムンゼン湾域で夏期の野外調査を行う.
更に,設 営面では 「昭和基地整備計画(8年 計画7年
次)」に基づく,第2居 住棟や通路棟の建設,環境整備の
一環 として大型廃棄物の持ち帰 りなどを予定している.
われた.こ の訓練は,南 極での観測活動 に必要な国内外
の情報提供,安 全対策として水の使用が限られる南極で
最も恐ろしい火災発生時に備えた初期消火訓練,東 京消
防庁救急隊員の指導による負傷者搬送訓練及び環境保護
に関する講義や実習を行うとともに,出発 までの準備作
業を円滑に行 うことを目的として実施された.訓練には,
南極地域統合推進本部から瀧川監理官らが激励に訪れ,今
年で40周年を迎えた南極観測の現状と,第39次隊への期
待が述べられた.ま た,講 義の合間には,班別対抗のソ
フトボールで汗を流 し,自然の中でのチームワーク作 り
も行われた.こ の訓練の後,第39次隊は,11月14日の
出発に向け本格的な準備に入る.
平成9年7月1日 付け人事異動
昇 任
本 山 秀 明 助教授研究系(雪 氷学研究部門)
(助手研究系〉
平成9年8月1日 付 け人 事異動
昇 任
第39次南極地域観測隊の夏期総合訓練を実施
第39次南極地域観測隊の夏期総合訓練が,6月23日か
ら27日の5日 間,長野県の文部省菅平高原体育研究場に
おいて,観 測隊員,講 師,関 係者ら92名の参加を得て行
麻 生 武 彦 教授北極圏環境研究センター
(京都大学助教授大学院工学研究科)
採 用
佐 藤 克 文 助手研究系(寒 冷生物学第一研究部門)
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昭和基地
5月 は,ブ リザ ー ドの来襲が 数回あ った ものの単発 的
に終わ り,月 末 には晴天の 日が続 いた.そ のため,野 外
調査旅行 を順調 に行 うことが で きた.主 な調査 は,西 オ
ングル島大 池で の水 質観測,西 オ ングル島宙空 テ レメー
タ施設 の メンテナ ンス,地 学部 門の地震観測 とスチーム
ドリルのテス ト,ラ ングホ ブデの湖沼調査 な どである.ま
た,セ スナ機 に よりみず ほ基地 までのエ アロゾル観測や
大気サ ンプ リングな ど,7回 の飛行 を実施 した.基 地内
で も定常 的 な観 測に加 え,さ まざまな観測 活動 が行 われ
た,
設営 関係 では,定 常的 な メンテナ ンスの他に,雪 上車
の整備 に合 わせ て隊員 に対 して取 り扱 い方法 を改め て徹
底 させ た,ま た,環 境保 全部門で は,海 洋 に排 出 してい
る汚水 の水 質調査 を行 った.新 居住棟 では屋内配線 ・配
管 の最終 工事 を完成 させ,6月ll日 に落成式 を行 った.
その後,21名 が新居住棟 に引 っ越 し新 しい生活 に入った.
南極 各基地で の最大 の イベ ン トである ミッ ドウィ ンタ
一票が ,6月19日 の前夜 祭か ら始 まり,20-22日 の3
日間にわた り,各 種 ゲー ムや居住棟対 抗の演芸大会 な ど
多彩 な催 しが繰 り広 げ られ た,雪 の中,満 点の 星空 の下
に露天 風呂が営 業,深 夜 にはラー メンの屋台 も繰 り出す
とい う賑わ いで あった.同 じ南極 で越冬 を続 ける外 国の
基地 ともフ ァックスや電子 メールで メッセ ージを交換 し
た.ミ ッ ドウィンター祭が終 了す ると,越 冬 も後半 を迎
え,冬 明けの野外活動 に向けての検討 会が始 まった.
ブ リザー ドによる ドリフ トは ます ます大 き くな り,第
10居住 棟は完全 に埋没 した.ま た,基 地西部へ の電 力幹
線であ るケーブル ラックも埋 ま り,除 雪 に苦労 している.
ドームふ じ観測拠点
5月 の ドームふ じは,南 極 高地特有 の鍋 底型気温 とな
り,寒 い晴れた 日が続 いた.最 低 気温 は一77.2℃を記録
した.深 層 コア の解 析 作業 は順 調 に進み,処 理 深度 は
2500mを越 えた,コ アの透 明度が増 し,大 きく成長 した
単結 晶 を見 るこ とがで きる.大 気観測 では,5月 末 よ り
極成層 圏雲 の出現 を確認 した.
基 地内の新 聞であ る 「朝 刊 フ ジ」が発刊 以来100号に
達 し,昭 和基地 や日本 か らお祝 いのフ ァックスが届 いた.
野菜 栽培 も始 ま り,新 鮮 な貝割れ大根 やア ルフ ァル フ ァ
が食卓 を賑 わ している,
ここでの ミッ ドウ ィンタ一揆 は,ド ームふ じでなけ れ
ばで きない ような催 しが行 われ た.そ れは ドラム缶風 呂
と花 火大会であ った.-53℃ の気温 の中,ド ラム缶風 呂
に入 り髪の毛 を逆立て て凍 らせ た り,お 湯 を高 く撒い て
氷 の花 を作 った りして楽 しん だ.ま た,3発 の打 ち上 げ
花 火が ドームの満天の星空 に花 を咲 かせた,越 冬前半 を
終 了 した9名 の健康 状態 は良好 で,こ の祭 りを境 に後半
の生活 も元気に始 まった.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.〉(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面　(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平均 蒸 気 圧　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.
Wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　elear　days)
昭和基地
(Syowa:89532)
6月　 (June)
-8 .1
-2 .7(17日)
-28.2(30日)
993.3
1.3
61
7.5
41.9(18日,NE)
51.1(18日,NE)
6.5
5
7月　 (July)
-20 .4
-10 .5(12日)
-37 .2(25日)
983.6
0.8
55
ドームふじ観測拠点
6月 　 (June)
-60
-29 .2(18日)
-73 .1(11日)
600.4
7月 　 (July)
-65 .5
-43 .4(26日)
-79 .7(8日)
585.3
4.57.47.0
22.8(31日,NE)16.5(18日,N)13.0(26日,　 WSW)
27.2(31日,NE)
6.6
3
19.6(18日,N)
2.4
16
15.7(26日,　WSW)
3.0
17
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南極観測40周年記念
「ふしぎ大陸 南極展」開催
日本の南極観測事業40周年を記念 して,国立科学博物
館,国 立極地研究所,朝 日新聞社の主催による 「ふ しぎ
大陸 南極展」が,国 立科学博物館において7月19日か
ら一般公開された,18日の開会式には,小 杉文部大臣を
は じめ416人が出席 した.
この特別展では,南極探検 の歴史,南 極観測のあゆみ,
最新の観測成果などの展示がある.
生 きた南極の魚や貝などを見ることがで きるほか,南
極 の氷山氷や岩石標本,南 極限石,ペ ンギンのフリッパ
ーなどに実際に触れることができ,-20度の低温体験室
や,屋 外展示の第1次観測隊の使用 した南極昭和基地の
建物や最新の大型雪上車の内部に入ることがで きるなど,
実際に見て触れる展示に工夫がなされている.
また,南 極観測 の映画な どを上映す る南極 シア タ
ーやパ ソコ ンによる情報検索 コーナーな どが人気 を
集 め て い る.な お,こ の情報検索コーナーは会期中
「http:〃nankyoku.nipr.ac.jpl」　のURLでみるこ とができ
る.
?
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【極地豆辞典】
地上オゾン破壊現象
南極の オゾンホールが科学的 ・社 会的な注 目を集 め
て久 しい,オ ゾ ンホー ルは地上約10kmよ り上空 の成
層圏 における現象であ る,一 方,約10km以 下の対流
圏 にも微量 なが らオゾ ンは存在す る,都 市域 の汚染大
気中 にお ける光化学反応 においてオゾ ンが生成 される
ことは,光 化学 スモ ッグな どとの関連 か らよ く知 られ
ている.し か し,極 域 の大気は極めて清浄であるため,
対流圏の オゾ ンを観測 する 目的 が異なる,対 流圏 のオ
ゾ ンには,大 気 輸送過程の 指標 としての期 待が ある.
さらに,オ ゾ ンは温室効果 気体 で もあるこ とか ら長期
的な変化 を注意深 く観 測す る必 要がある.こ のよ うな
観点か ら極地研究所では,1988年2月か ら南極昭和基
地で,1991年9月か らスバ ールバ ル諸島二一オルス ン
基地で,地 上オゾ ン濃 度のモニ タリングを行 って きた.
一般 に,オ ゾ ンの殆 どが成 層圏 に存在 す るこ とか ら,
それは成層 圏オゾ ンを意図 して使用 されることが多い.
そこで,こ れ と区別す るために地上で観測 される対流
圏下部のオゾ ンを 「地上オゾン」 と呼び慣わ している.
昭和基地 と二一オルス ン基地 における地上オゾ ンの
変動 には,顕 著な季節 変化 が観 測 され,経 年変化成分
に変動が あるこ とも明 らかになっている,こ れ らの変
化 は大気輸送過程 や光化学反応 の変動 を反映 している
と考 え られてお り詳 しい解析が進 められている.さ ら
に,こ れ までの観測 から注 目すべ き現 象が発 見されて
いる,そ れは,極 夜が明 けてか ら数 カ月の間に,地 上
オゾ ン濃度が急減 し数 日に渡 ってゼ ロに近い値 を示す
現 象が,両 極 で,し か も毎年発生す るのであ る,こ れ
を地上 オゾ ン破壊現象 と呼 んでお り,こ れまでの とこ
ろ,南 極 では昭和基地 と ドイツ ・ノイマ イヤ ー基地の
みで しか観測 され ていない.昭 和基地 におけ る気象状
況 や気球観測 などに基づ く見積 りによれば,地 上 オゾ
ン破壊現 象が生 じている気塊の空 間スケールは鉛直方
向に数km,　水平方向 に数百km程 度で ある.
地 上オゾン破壊 現象は,1980年代 中頃,先 ず,カ ナ
ダやアラスカの北極圏で観測 され た,当 地 に於け る極
夜 明けに集中 した大気化学的 な観測か ら,エ アロゾル
に含 まれる臭素化合物 と地上 オゾン濃度が逆相関 にあ
るこ とが 見出され ている.こ れ は地上 オゾンの破壊に
反応性 の高い臭素が関連 してい ることを強 く示唆 して
いる.し か し,そ のエ アロゾルの起源や オゾン破壊の
定置 に多 くの課題が残 され てい る.地 上 オゾン破壊現
象の メカニズム解明 に向け,両 極で精力的な観測が続
け られている.
丸印は1時間平均値を示す
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